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活動時の位置による幼児同士の発話の相違
－就学期への円滑な移行を支える新しい生活様式下の保育活動の視点から－
The Effects of Differences in Children's Positions during Activities on Children's Dialogue

―From the Viewpoint of Preschool Activities Following a New Lifestyle to Support Smooth Entry to Compulsory Education―

高　橋　一　夫＊・須　増　啓　之＊＊・白波瀬　達　也＊＊＊

要　旨
保育における言語表現活動は、他者の意見に耳を傾ける、自身の意見を他者に伝える、といっ

たコミュニケーションにおいて最も根幹となるスキルを獲得するために必要不可欠な活動であ
る。また、就学期以降の子どもの言語表現活動を意識したうえで、乳幼児期の保育活動を設計す
ることは、乳幼児期から就学期への円滑な移行を支えるうえでも重要な視点である。

本研究では、保育活動における幼児同士の発話に注目し、幼児の言葉によるコミュニケーショ
ンが豊かに展開するための要点を抽出することを目的としている。特に、本論では活動時の幼児
の位置関係が、幼児同士の発話に対してどのように影響するのかについて注目した。この視点は、
2020年の新型コロナウイルス感染症による生活様式の大きな変化に伴う幼児の活動の制限が、幼
児同士の発話にどのような影響を与えるのかという視点に置き換えることが可能であり、今後の
保育活動の設計に重要な示唆を与えるものだと想定できる。

分析の結果、活動時の幼児の位置によって、幼児同士の発話の進展に相違があることが明らか
になった。

キーワード： 幼児　発話　伝え合い　言語表現活動　造形表現活動　新しい生活様式

はじめに
乳幼児期から就学期に至る過程において、その移行を円滑に支えるためには、保育現場におい

ても、また小学校現場においても、それぞれの現場における子どもの状況や現場の特性について

相互理解をすることが重要であるという認識は十分に共有されている。平成29年度告示の『保育

所保育指針』『幼稚園教育要領』『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』に示された「幼児期

の終わりまでに育ってほしい姿」や、同じく平成29年度告示の『小学校学習指導要領』の「第1章　

総則　第2　教育課程の編成　4 学校段階等間の接続」にある「幼児期の終わりまでに育ってほ
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しい姿を踏まえた指導を工夫することにより，幼稚園教育要領等に基づく幼児期の教育を通して

育まれた資質・能力を踏まえて教育活動を実施し，児童が主体的に自己を発揮しながら学びに向

かうことが可能となるようにすること」という文言は、まさに円滑な移行を支えるために、保幼

小の保育・教育活動に対する相互理解の重要性を表しているものといえる。

　ただ、円滑な移行を支えるためには、要領や指針などによって示されている事柄を、保育活

動のなかで具体的に落とし込んでいく作業が必要である。例えば、保育現場における言語表現活

動に注目した場合、幼児の就学期以降の生活を支えるという視点からは、幼児同士の会話が豊か

に発展するような仕組みを有した保育活動の設計が求められることになる。そして、この設計が

可能になるためには、幼児同士の会話の過程について、その特徴が明らかになっていることが前

提条件となる。

そのため本論では、幼児の位置関係がコミュニケーションに与える影響について、異なる位置

関係で実践された保育活動を観察し、幼児同士の会話の過程を分析することから、幼児同士の位

置関係によって生じる相違の有無を検討した。

保育活動における幼児の位置
一般的に保育・幼児教育の主眼は、生活を通して子ども達の成長を支える点にある。そのため、

就学期以降の児童・生徒の指導に見られる統制という側面からのアプローチではなく、子ども達

の主体性を可能な限り重視した保育活動を展開する。したがって、活動中の子ども達の位置関係

においても、小学校の教科学習のようにあらかじめ決められていることは少なく、それぞれの子

どもが活動ごとに自由に選択できることが多い。

当然、様々な活動をするなかで、より良い活動のために、子ども達の状況に合わせて座席を指

定することもある。しかし、そこには子ども達を担当する保育者の深い見立てがあり、子ども達

の状況を十分に配慮した結果の位置関係であるといえる。

加えて、これまでの保育活動で重視された幼児同士の位置関係は、どちらかといえば、円滑な

活動ができるように友達関係の親密度によって配慮されることが多かったように思われる。しか

し、新しい生活様式への対応という今日的な課題からも、保育活動中の子ども達の位置関係につ

いて考慮する必要性に迫られている。それは、新型コロナウイルス感染症などへの対応から、保

育活動においても子ども達の位置関係に配慮せざるを得ない状況が生まれている点である。

本来であれば、子ども達が自由に、希望する仲間同士で活動に参加し、その場で生まれる関わ

り合いを通した学びが重視されるべきである。しかし、子ども達の生命を守ることを最優先した

場合、子ども達の位置関係を限定した保育活動にならざるを得ない。そのことは、おそらく子ど

も達にとって何らかの影響があるのではないかと想定される。したがって、これまでの生活では

考えられなかった側面からの制限が生じたなかでの保育活動によって、子ども達にどのような影

響があるのかについて、客観的に分析する必要がある。
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調査実験の概要
本論における保育活動は、言語表現活動と造形表現活動を組み合わせたものである。この保育

活動を採用した理由には、これまでの研究によって、活動中の幼児の集中力が継続されることが

明らかになっている点が挙げられる。また、同時に、造形活動中の幼児同士においては、言葉に

よる伝え合いが頻繁に生じることを捉えることができてことも重要な点である。

具体的には、幼児たちは言語表現活動として素話を聞いた後に、造形表現活動として素話の内

容を描画するというものである。素話には昔話『ちからたろう』を選定した。昔話研究において『ち

からたろう』は子ども達の多くが好む冒険譚であり、日本を代表する昔話研究者である関敬吾の

著した『日本昔話集成』においては本格昔話に分類されている1。また、昔話絵本としても様々な

出版社から刊行されているため、有名な昔話として広く子ども達に親しまれている2。なお、今回

の素話には、児童文学者の今江祥智が再話をおこなったポプラ社の絵本を利用し、一部の語句に

ついては、現在の子ども達が理解しやすいように言い換えをする配慮をした。

次に、素話の後に造形表現活動として、描画活動をおこなったが、具体的には八つ切り画用紙

とオイルパステル（16色）を用いた。八つ切り画用紙やオイルパステルは、一般的に保育活動で

用いられるものを用意し、幼児たちが受け入れやすいように配慮をおこなった。加えて、今回は

机を用いず保育室の床に画板を置き、その上に八つ切り画用紙を乗せて描画活動をおこなってい

る。

【調査実験Ⅰ：幼児同士の発話が制限される位置関係】

日時：2019年2月26日（火）10時開始

場所：大阪府下私立認定こども園

対象：年長児26名〈男児14名、女児12名〉

内容：素話『ちからたろう』の後に、オイルパステルを用いた描画活動をおこなう。

時間：素話（11分34秒）、描画（28分24秒）

描画：保育室に一円となり外向きに座り描画。座席位置は幼児の任意。
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【調査実験Ⅱ：幼児同士の発話が制限されにくい位置関係】

日時：2019年2月26日（火）11時開始

場所：大阪府下私立認定こども園

対象：年長児26名〈男児12名、女児14名〉

内容：素話『ちからたろう』の後に、オイルパステルを用いた描画活動をおこなう。

時間：素話（11分50秒）、描画（24分45秒）

描画：4名および5名ごとに班となり内向きに座り描画。座席位置は幼児の任意。

図1．調査実験Ⅰの保育活動における幼児の位置

図2．調査実験Ⅱの保育活動における幼児の位置
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本論では、幼児同士の発話に注目し、保育活動中の幼児の位置関係による発話の相違の有無に

ついて分析をおこなった。位置関係は横一列に並んだ場合（図3）と、班編成での場合（図4）の

2つを設定した。

図3に示したとおり、横一列に並んだ場合は、子ども達は対面の位置関係にならない。そのため、

両横に位置する幼児同士の会話は円滑にできるものの、それ以外の幼児との会話は物理的な距離

を超えておこなう必要が生じる。

一方で、図4に示した班編成の場合は、子ども達が対面になる状態である。正面に位置する場

合と、横に位置する場合の会話が円滑にでき、さらに斜め前に位置する場合でも、対面であるこ

とから比較的容易に会話が可能だと推測できる。

本論における調査は、2019年2月に実施したもので、新型コロナウイルス感染症の影響が生じ

る以前であるが、図3に示した横一列で子ども達が対面にならない位置関係は、子ども達同士の

飛沫によるウイルス感染を防ぐために設定される位置関係として読み替えることが可能である。

2つの位置関係の比較により、幼児同士の発話に違いが見られたとすれば、その知見を活かし、

今後の保育活動を設計する際に、幼児同士の位置関係にも注目した配慮が可能となり、よりよい

保育活動の展開が望めるといえる。

図3．横一列に並んだ幼児の位置関係と想定されるコミュニケーションの状況

    

図4．班編成での幼児の位置関係と想定されるコミュニケーションの状況
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調査実験の結果
図5および6は、調査実験ⅠおよびⅡにおいて、発話に注目した幼児たちと描画の作品を示した

ものである。加えて、調査実験ⅠおよびⅡの幼児たちの発話を時系列でまとめたものが図7～9で

ある。図7は序盤、図8は中盤、図9は終盤の活動中の発話である。発話内容はそれぞれ「素話の

内容に関係する発話」を濃い網掛けと白字で表し、「保育者への発話および内容が判然としない

発話」を網掛けと黒字で表し、「素話の内容に関係しない発話」を薄い網掛けと黒字で表している。

その他、行動や独り言に関しては文字だけで表記している。

図7を確認すると、調査実験Ⅰの幼児たちは素話の内容に関係した発話が見られるものの、素

話の内容とは関係しない発話も多くみられ、幼児同士の会話が一直線上に進展していない様子が

窺える。一方で、調査実験Ⅱの幼児たちは、描画活動が始まった序盤から素話の内容に関係した

発話が継続しており、幼児同士の会話が描画の内容に反映していく様子がわかる。

次に、描画活動の中盤における幼児たちの発話を示した図8を確認すると、調査実験Ⅰの幼児

たちの発話は、素話に関係する発話と関係しない発話が交互に生じていることがわかる。このこ

とから、素話の内容を描画活動によって表現するという活動に集中することが、比較的短い時間

で分断されていることが推測できる。一方で、調査実験Ⅱの幼児たちの発話は、序盤よりは少な

くなっていることがわかる。ただ、ｃ児とｄ児では、その行動の中心が描画に移っており、描画

活動に集中しているために発話が少なくなっていると理解することができる。

最後に、描画活動の終盤における幼児たちの発話を示した図9を確認すると、調査実験Ⅰの幼

図5．調査実験Ⅰにおいて注目した幼児たち（図1に示したABCD児）

ＡＢＣＤ Ａ

Ｂ Ｄ

Ｃ

図6．調査実験Ⅱにおいて注目した幼児たち（図2に示したａｂｃｄ児）
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児たちに、描画活動の最終盤になって素話の内容に関係する発話が集中的に起きていることがわ

かる。これは、幼児たちが保育活動の終わりを感じ取り、描画の完成を急ぐ必要性から素話の内

容を確認したためだと考えられる。一方で調査実験Ⅱの幼児たちの発話は終盤においても、素話

の内容に関係する発話が確認できる。そして、最終盤では会話が収束し、オイルパステルなどを

片付ける行動を示していることから、保育活動の終わりに向けての準備を整えていることがわか

る。

ここで、図5および6の調査実験ⅠとⅡの幼児たちの描画作品について改めて確認すると、調査

実験Ⅰの幼児たちの描画作品はいずれも構図が非常に似ており、背景の白さが目立つ。一方で調

査実験Ⅱの幼児たちの描画作品は、ｂ児とｄ児の構図が似ていると確認できるものの、それぞれ

画面全体をオイルパステルで密に描画していることが見て取れる。

幼児の描画作品について、その良し悪しを単純に判断できるものではないが、オイルパステル

によって塗り込められた画用紙の状況を確認する上では、調査実験Ⅱの幼児たちの方が描画活動

に専念できていたのではないかと推測される。

これには、図7～9の幼児たちの発話の特徴と合わせて考えると、幼児の位置関係によるコミュ

ニケーションの状況の特性が、幼児同士の会話の発展に影響を及ぼしたことが背景にあると想定

できる。幼児の位置関係におけるコミュニケーションの状況の想定については図3と4で示したが、

【調査実験Ⅰ（横一列）】 【調査実験Ⅱ（班編成）】

図7．調査実験ⅠおよびⅡの幼児たちの発話（序盤）

時間 A児 B児 C児 D児
00:00 （画用紙を見つめる） A児に対して話しかける （画用紙を見つめる） （オイルパステルを触る）

00:09
B児に対して「いしたろうの方が強
かったっけ？」と問いかける

00:17
A児に対してジェスチャーを交え「ち
からたろうの方が強かったで。」

00:37
（C児の問いかけに反応する） （C児の問いかけに反応する） B児に対して「何やったっけ？」と問

いかける

00:38 （D児に反応する） （D児に反応する） （D児に反応する） （C児の問いかけに応える）

00:41 （C児に近づく） B児に話しかける

01:44
（B児とC児の会話に入ろうと近づく） C児と会話する B児と会話する

01:56
オイルパステルの色が気になる
C児とオイルパステルの色について
話す

B児とオイルパステルの色について
話す

02:52
A児の名前を呼び、友達のことにつ
いて話しかける

03:14
再びオイルパステルの色が気にな
りC児と話す

B児とオイルパステルの色について
話す

03:30
筆者に向かって「こっちとこっち、
どっちに描けばいい？」と画用紙の
表裏について尋ねる

03:34
（B児の注目を引こうと腕を掴む）

03:52
A児の画用紙に記入されている数字
に反応し、「ええー、16いいなー」と
近づき話しかける

03:54
C児の会話を耳にし、筆者に対して
「おれ、５がよかった。だって、誕生
日やもん」

04:15

B児に対して、描画の題材をいした
ろうにするか話しかけるが、B児は
パスの色が気になって反応しない。

D児に近づいて話す

04:23
B児に対して題材について話しか
け、「木、描く？」と尋ねる。

04:28
「木、描くしかないわ」と独り言を言う パスの色が気になり続け、色につい

てC児に話しかける。
（B児の話しかけに反応する） （B児の話しかけに反応する）

05:04
（オイルパステルに注目し続ける） （オイルパステルに注目し続ける） 突然、A児に対して「なあなあ、〇〇

くん、僕、ぶどう作ろうかな」と話しか
ける

05:37 「何、描こう」と独り言をつぶやく

05:43
「忘れたぁ」と言いながら頭を抱える

05:44
C児の言葉に反応して、振り返りな
がら「もう、あれ描こう。木しかない
わ、おれ」とC児に話す

06:13 （A児が木を描き始める） （A児の様子を見る） （A児の様子を見る） （A児の様子を見る）

07:02
A児に対して、パスの茶色とこげ茶
色について話す

（木を描き始める） （木を描き始める）

07:18
（A児の絵を参考に木を描き始める）

08:06
（木を描く） （木を描く） （保育者と女児の話が気になり手が

止まる）
（木を描く）

08:12 B児と木の描き方について話す A児と木の描き方について話す

08:39
（木の幹を勢いよく茶色に塗りつぶ
し始める）

09:04
（B児の台詞に笑う） 「なんかチョコレートみたいになっ

ちゃった、チョコレートの木だ」とA児
に話す

09:29
A児の絵を参考に、緑色で木に葉を
描き始める

09:39
B児に応えて「かっぱ！」と言い、笑
い合う

「葉っぱで、ぱっぱっぱー」と言い、そ
の直後に音感から「かっぱ！」と言う

（木の幹からアイデアが広がらない
様子、B児の描画の様子を見る）

（自分の描画に集中する）

09:55
「菜っ葉、葉っぱ」と言う
さらに、D児の反応に対して「白菜や
でー」と反応する

A児の言葉に反応し「菜っ葉ー、葉っ
ぱー」と言う

10:28
A児に話しながら、黄緑色でさらに
木に菜を描く

D児と会話をする C児と会話をする

10:44
A児に対して、なぜ緑色を使ったか
を説明する

10:51
葉を描きながら、A児に「おれさ、黄
緑のさ、葉っぱをさ…」と話しかける

11:02

他児の話声を聞き、大きな声で
「葉っぱ、描いてまーす。」と言い、
笑いながら小声で「かっぱ、描いて
ます」と言葉遊びをする

時間 a児 b児 c児 d児
00:00 〈基底線を描く〉 〈画用紙左端に家を描く〉

00:15 〈画用紙右端に家を描く〉

00:21
保育者に対して「いしたろう（石コ太
郎）を描く」

00:27 「森やからな」（独り言）

00:31 〈画用紙左端に家を描く〉 「雲、雲を描こう」（独り言）

01:13 「下にでかく描く」（独り言）

01:18
〈ｄの描画を目視〉 著者らに対して「先生！外、描いて

んねん、今」

01:26
著者らに対して「森のとこ、描いて
る」

ｄの画用紙を覗き込み、ｄと話す

01:37
著者らに対して「絵本じゃなかった
から、わからへん」

著者らに対して「絵本じゃなかった
から、わからへん」

01:44 「あ、鬼が」（独り言）

02:01
ｂに対して「あかたろうは、あか全部
やったっけ？」

02:04
ｃに対して「ちからたろうやで」 ｂに対して「ちからたろう、全部あか

違う？」
〈家の屋根を茶色に塗る〉

02:07
ｂに対して「違うで、最初あかたろう
やで！」

02:11
ｂに対して「じいさんがではじめてん
な」

ａに対して「最初あかで、途中からち
からたろう」

02:16
ａに対して「ちからたろうってあか？」

02:23
著者らに対して「先生！ちからたろ
うって全部あか？」

02:29
ｂを見て、手を叩き「あー！××や
から石描こう！」

〈ａの画用紙を覗き込む〉 「だって最初、全部あかやったやん」
（独り言）

〈ａの画用紙を見る〉

02:35 「あ、いしたろう」（独り言）

02:38
基底線の上に○を４つ描き、著者ら
に対して「見て！石！」

02:42
ａに対して両手で何かを押すジェス
チャーをしながら「いしたろう、石転
がしてるんちゃうん」

02:55
「けど、仲間になってん」（独り言） 「ごろごろごろごろ」（独り言）

03:06
〈画用紙左上に顔のようなものを描
く〉

ａの画用紙を覗き込み「何、それ？」

03:07 ｂに対して「いしたろうやで」

03:10
自分の画用紙中央に円を描きなが
ら、ａに対して「いしたろう、石転がし
てないやん」

03:14
画用紙左上のいしたろうの右横に
円を描き、ｂに対して「ほら見て、こ
んなにでかい」

03:16
茶色で塗りつぶしながら、ｂに対して
「木だってでっかいし。持ち上げてこ
んなんしたって」

03:21
ａの画用紙を覗き込みながら、「あ、
木を持ち上げてるん？」

03:25
ｂに対して「ちがう！石をもちあげて
るんです！」と叫ぶ

03:34
画面中央に、赤色で丸く塗りつぶし
ているｂに対して「どんなんしてる
ん、見して」

03:36
ｂに対して「何、この丸いのん？」

03:38
画用紙右中央に円を描いて、ｂに対
して「見て！こんなにでっかい」

〈自分の作業に集中している〉

04:00
先ほどの円に目と口を描き、人のよ
うなものを指さしながら、ｂに対して
「見て！力持ちー！」

04:11
「あ、武器描いておこう、武器」（独り
言）

〈画用紙中央下に赤色で何かを描き
始める〉

04:29 「鬼ー！」（独り言）

04:37
ｃの画用紙を指さし、「見て、力太郎
が鬼になってる」

04:52
ｃの画用紙を覗き込みながら「鬼、
めっちゃ大きく描いたやん」

05:22 「青い××」（独り言）

05:34 「そうや！川描こう！」（独り言）

05:44
「何か持ってるって言ってなかっ
た？」（独り言）

05:47 ｂの独り言に反応して「こんぼう」 ａに対して「かなづち？」

05:55
ｂに対して「こんぼう！！」 「え？なんか持ってなかった？」（独

り言）
ｂに対して「木も持ってたで」

06:21
「そうや！木にりんご描こう！！」
（独り言）
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【調査実験Ⅰ（横一列）】 【調査実験Ⅱ（班編成）】

図8．調査実験ⅠおよびⅡの幼児たちの発話（中盤）

11:07
A児の声に反応して近づき、「葉っ
ぱ、３枚しか使ってない」と話しかけ
る

11:20
D児の絵を見てA児に「葉っぱ、でか
い」と話しかける

11:27
D児に「２階建てで描こう」と言う A児の話しかけに「だって、意味ない

やん」と答える

11:49
調査者に対して「葉っぱ、大きくし
た」と話す

12:06
（B児の様子を見る） （画用紙右側にも木を描き始める）

12:30
B児に対して「お兄ちゃん、葉っぱ、
うまく描いた」と言う

A児の言葉に対して「よかったのぅ」
と答える

12:35
（なかなか描くことに集中できない）

12:39
B児に「なあ、見て。反対に置い
ちゃった」と話す

A児の言葉に対して「普通、こっち向
きやで」とパスを持って示す

12:58
（木の幹を茶色で塗り始める） （画面中央上に描いた緑色の線を、

白色で塗り潰そうと必死になってい
る）

13:08 何かをつぶやきながら描く

13:20 （緑色で葉を描き始める）

13:23
D児にB児の絵を指しながら呼びか
ける

A児に「これってさ、葉っぱをうえに
…」と話しかける

（A児のD児に対する呼びかけにつ
られ、B児の絵を見る）

13:38
A児に「おかしくない？こっちもやで」
と、自分の絵を指さす

B児に「適当にしたらあかんで」と言
う

13:56
（A児とB児に自分の絵を見せ、笑
う）

14:11 （それぞれに描き出す） （それぞれに描き出す） （それぞれに描き出す） （それぞれに描き出す）

14:30
A児に「ほら、見て。ここにさ…」と描
きながら話しかける

14:50
（木の側面に描いた葉を緑色で塗り
つぶし始める）

近づいた調査者に自分の絵を示し
ながら話しかける

15:00
D児とC児の会話を聞き「むしゃむ
しゃ食べたら、なあ、むしゃむしゃ
…」とつぶやく

C児にパスを見せながら「むしゃ、む
しゃ」と言う

15:22
B児に自分の絵を指しながら、「な
あ、山見て」と話しかける

15:27
（A児の肩を叩き、C児の絵を指さ
す）

A児とB児に対して「見て、山、ちっこ
いでー」と話す

15:32
C児の山について、B児、C児、D児
で話す

C児の山について、B児、C児、D児
で話す

C児の山について、B児、C児、D児
で話す

15:48
（A児の隣の子どもの絵を見て反応
する）

15:55 A児に見たことを伝える

16:14
「じゃあ、ちからたろうは…」とつぶ
やきながらパスを取る

16:21
「とん、とん、とん、とん、とん…」と言
いながら、木の幹にパスで点描をす
る

（B児の様子を見る）

16:26
点描をするB児に「おれは２階知っ
てたから、２階知ってる」と話す

（画用紙中央に円を描き始め、その
円に目と口を描き込む）

16:37

点描が激しくなり「るるるるー」と言
いながら、勢いよく幹を塗りつぶし始
め、A児に対して「描けた！」と話す

16:48 （B児の声に反応する） （B児の声に反応する） （B児の声に反応する）

16:58
A児に「これ、見て。たろう。」と絵を
指さす

（C児の絵を見る）

17:08
皆に対して「どう見ても、これ、たろう
じゃないやん」と笑いながら話す

17:13

B児に「アンパンマン！」と言う 桃太郎の話を連想し、A児と妖怪の
話になる
A児の声に反応し、カレーパンにつ
いて話しはじめ最後には「おれ、今
日の夜、カレー」と夕飯の話に繋が
る

17:50
A児に自分の絵を指さし「なあ、な
あ、見て」と話しかける

18:02

B児に対して「怪盗ルパン」と返事す
る
その後、「怪獣」や「懐中電灯」と言
葉遊びが続く

C児の絵を見て、A児に「なんか、変
な怪盗みたい」と話しかける

18:14 （円を描き始める）

18:28

近づいた調査者に話しかける 近づいた調査者に話しかける
ぐるぐると円を塗りつぶし、「だって、
僕、ぐるぐるすると目が回る」と話す

時間 A児 B児 C児 D児
00:00 （画用紙を見つめる） A児に対して話しかける （画用紙を見つめる） （オイルパステルを触る）

00:09
B児に対して「いしたろうの方が強
かったっけ？」と問いかける

00:17
A児に対してジェスチャーを交え「ち
からたろうの方が強かったで。」

00:37
（C児の問いかけに反応する） （C児の問いかけに反応する） B児に対して「何やったっけ？」と問

いかける

00:38 （D児に反応する） （D児に反応する） （D児に反応する） （C児の問いかけに応える）

00:41 （C児に近づく） B児に話しかける

01:44
（B児とC児の会話に入ろうと近づく） C児と会話する B児と会話する

01:56
オイルパステルの色が気になる
C児とオイルパステルの色について
話す

B児とオイルパステルの色について
話す

02:52
A児の名前を呼び、友達のことにつ
いて話しかける

03:14
再びオイルパステルの色が気にな
りC児と話す

B児とオイルパステルの色について
話す

03:30
筆者に向かって「こっちとこっち、
どっちに描けばいい？」と画用紙の
表裏について尋ねる

03:34
（B児の注目を引こうと腕を掴む）

03:52
A児の画用紙に記入されている数字
に反応し、「ええー、16いいなー」と
近づき話しかける

03:54
C児の会話を耳にし、筆者に対して
「おれ、５がよかった。だって、誕生
日やもん」

04:15

B児に対して、描画の題材をいした
ろうにするか話しかけるが、B児は
パスの色が気になって反応しない。

D児に近づいて話す

04:23
B児に対して題材について話しか
け、「木、描く？」と尋ねる。

04:28
「木、描くしかないわ」と独り言を言う パスの色が気になり続け、色につい

てC児に話しかける。
（B児の話しかけに反応する） （B児の話しかけに反応する）

05:04
（オイルパステルに注目し続ける） （オイルパステルに注目し続ける） 突然、A児に対して「なあなあ、〇〇

くん、僕、ぶどう作ろうかな」と話しか
ける

05:37 「何、描こう」と独り言をつぶやく

05:43
「忘れたぁ」と言いながら頭を抱える

05:44
C児の言葉に反応して、振り返りな
がら「もう、あれ描こう。木しかない
わ、おれ」とC児に話す

06:13 （A児が木を描き始める） （A児の様子を見る） （A児の様子を見る） （A児の様子を見る）

07:02
A児に対して、パスの茶色とこげ茶
色について話す

（木を描き始める） （木を描き始める）

07:18
（A児の絵を参考に木を描き始める）

08:06
（木を描く） （木を描く） （保育者と女児の話が気になり手が

止まる）
（木を描く）

08:12 B児と木の描き方について話す A児と木の描き方について話す

08:39
（木の幹を勢いよく茶色に塗りつぶ
し始める）

09:04
（B児の台詞に笑う） 「なんかチョコレートみたいになっ

ちゃった、チョコレートの木だ」とA児
に話す

09:29
A児の絵を参考に、緑色で木に葉を
描き始める

09:39
B児に応えて「かっぱ！」と言い、笑
い合う

「葉っぱで、ぱっぱっぱー」と言い、そ
の直後に音感から「かっぱ！」と言う

（木の幹からアイデアが広がらない
様子、B児の描画の様子を見る）

（自分の描画に集中する）

09:55
「菜っ葉、葉っぱ」と言う
さらに、D児の反応に対して「白菜や
でー」と反応する

A児の言葉に反応し「菜っ葉ー、葉っ
ぱー」と言う

10:28
A児に話しながら、黄緑色でさらに
木に菜を描く

D児と会話をする C児と会話をする

10:44
A児に対して、なぜ緑色を使ったか
を説明する

10:51
葉を描きながら、A児に「おれさ、黄
緑のさ、葉っぱをさ…」と話しかける

11:02

他児の話声を聞き、大きな声で
「葉っぱ、描いてまーす。」と言い、
笑いながら小声で「かっぱ、描いて
ます」と言葉遊びをする

06:43
ｃの画用紙を見て、ｂに対して「化け
物ー！！」と叫ぶ

06:53 ｄに対して「家にどーんって」 〈家の壁を青色に塗り潰す〉 ｂに対して「どうやって？」

07:12

ｂに対して画面中央に茶色で線を引
きながら「見て、とぅー、とぅー、ほら
大人よりでかい」と言い、画用紙か
らはみ出た部分を指さす

〈ａの画面を見る〉 〈ａの画面を見る〉

07:34
〈画用紙左端の家の上に何かを描
き始める〉

〈画用紙左を橙色に塗り潰す〉

07:40
〈ｃの画用紙を覗き込む〉 橙色に塗りつぶしながら「ちからたろ

う、力が吸い取られているー」（独り
言）

07:49
橙色に塗りつぶしながら「体も吸い
取ろうかい？」（独り言）

07:58
画用紙に灰色で３つの丸を描き、ｄ
に対して「見て、雷」

08:02
〈ｄのａに対する会話を聞いて、ａの
画用紙を覗く〉

ａに対して「めっちゃ描いてるなー」

08:17
ｃの様子を見ながら、ｂに対して「見
て、次やばいことになるから」

何かを話しながら（独り言）、集中し
て塗りつぶす

08:24
「雷、雷、これに当たったら死ぬ」（独
り言）と言いながら稲妻を描く

〈ａの画用紙を覗く〉

08:30
「ビー！！」（独り言）と言いながら稲
妻を黄色で塗りつぶす

08:49
〈稲妻を描くことに集中する〉 〈ｄの画用紙を覗き込む〉 〈橙色に塗りつぶすことに集中する〉 〈画用紙中央に何かを描く〉

08:52
「ちからたろうがバリアを使った！」
（独り言）と言いながら、縦に線を引
く

09:04
ｄに対して何かを話す 〈画用紙中央に人のようなものを描

く〉

09:11
白色のパスを持って「これ、雪ー！」
（独り言）

〈青色で縦に線をいくつも描く〉 〈ｂの画用紙を覗く〉

09:29
稲妻の上を丸く描きながら「ぴゅー、
ぴゅー、竜巻！」（独り言）

09:42 「紫、描こう！」（独り言） 〈画用紙右上を緑に塗り潰す〉

10:11
近くに来た保育者に「見て！化け
物！」

10:23
保育者に対して画用紙の絵を説明
する

10:47
ｂに対して「ミューツーの攻撃には×
×光線があるねん」

10:53
ａに対して「ミューツーの攻撃ってサ
イコブレイクやろ？」

10:58 「びびびびー」（独り言） 〈自分の描画に集中する〉 「サイコブレイクっしょ」（独り言） 〈自分の描画に集中する〉

11:18
背後の保育者に「見てー！」と言い
ながら席を離れる

11:38
「ふー」（独り言）と言いながら、画用
紙右下を橙色で丸く塗りつぶし始め
る

11:41
〈灰色で画用紙中央に雲のような表
現を描く〉

11:50
ｂに対して画用紙を指さしながら「見
て！力持ち太郎が焼けてる」

〈ａの話しかけには反応せず、描画
に集中〉

〈描画に集中〉 〈描画に集中〉

12:16
ａの画用紙を覗き込みながら「何、そ
れ？」

12:33
ｂに対して「見て！これな、ピンクの
ハートやで」

12:37
「ハートじゃなくて、××やで」（独り
言）

12:43
ｂに対して「見て！チューリップの顔
になったで！」

12:47
「あー、今、怪物倒してんで！」（独り
言）

13:08
ｄに対して自分の画用紙を指さしな
がら、御堂コ太郎について話す

ｂの話を聞き、会話する

13:26
画用紙右端を黄土色で塗りつぶし
ながら「ゴロゴロゴロ、ピッカーン」
（独り言）

13:46
「ちからたろうがさ、××食べてた
ん」（独り言）

13:49
ｃの独り言に反応して「おいも食べて
たんやって」

〈ｃの画用紙を覗く〉

14:00
画用紙を指さしながら、ｂに対して
「見てー、この太郎がさ、ふさいでる
ねん」

〈ａの画用紙を覗き込む〉

14:11
「こいつがさ、石をさ、ばばばばば
ばって」（独り言）

時間 a児 b児 c児 d児
00:00 〈基底線を描く〉 〈画用紙左端に家を描く〉

00:15 〈画用紙右端に家を描く〉

00:21
保育者に対して「いしたろう（石コ太
郎）を描く」

00:27 「森やからな」（独り言）

00:31 〈画用紙左端に家を描く〉 「雲、雲を描こう」（独り言）

01:13 「下にでかく描く」（独り言）

01:18
〈ｄの描画を目視〉 著者らに対して「先生！外、描いて

んねん、今」

01:26
著者らに対して「森のとこ、描いて
る」

ｄの画用紙を覗き込み、ｄと話す

01:37
著者らに対して「絵本じゃなかった
から、わからへん」

著者らに対して「絵本じゃなかった
から、わからへん」

01:44 「あ、鬼が」（独り言）

02:01
ｂに対して「あかたろうは、あか全部
やったっけ？」

02:04
ｃに対して「ちからたろうやで」 ｂに対して「ちからたろう、全部あか

違う？」
〈家の屋根を茶色に塗る〉

02:07
ｂに対して「違うで、最初あかたろう
やで！」

02:11
ｂに対して「じいさんがではじめてん
な」

ａに対して「最初あかで、途中からち
からたろう」

02:16
ａに対して「ちからたろうってあか？」

02:23
著者らに対して「先生！ちからたろ
うって全部あか？」

02:29
ｂを見て、手を叩き「あー！××や
から石描こう！」

〈ａの画用紙を覗き込む〉 「だって最初、全部あかやったやん」
（独り言）

〈ａの画用紙を見る〉

02:35 「あ、いしたろう」（独り言）

02:38
基底線の上に○を４つ描き、著者ら
に対して「見て！石！」

02:42
ａに対して両手で何かを押すジェス
チャーをしながら「いしたろう、石転
がしてるんちゃうん」

02:55
「けど、仲間になってん」（独り言） 「ごろごろごろごろ」（独り言）

03:06
〈画用紙左上に顔のようなものを描
く〉

ａの画用紙を覗き込み「何、それ？」

03:07 ｂに対して「いしたろうやで」

03:10
自分の画用紙中央に円を描きなが
ら、ａに対して「いしたろう、石転がし
てないやん」

03:14
画用紙左上のいしたろうの右横に
円を描き、ｂに対して「ほら見て、こ
んなにでかい」

03:16
茶色で塗りつぶしながら、ｂに対して
「木だってでっかいし。持ち上げてこ
んなんしたって」

03:21
ａの画用紙を覗き込みながら、「あ、
木を持ち上げてるん？」

03:25
ｂに対して「ちがう！石をもちあげて
るんです！」と叫ぶ

03:34
画面中央に、赤色で丸く塗りつぶし
ているｂに対して「どんなんしてる
ん、見して」

03:36
ｂに対して「何、この丸いのん？」

03:38
画用紙右中央に円を描いて、ｂに対
して「見て！こんなにでっかい」

〈自分の作業に集中している〉

04:00
先ほどの円に目と口を描き、人のよ
うなものを指さしながら、ｂに対して
「見て！力持ちー！」

04:11
「あ、武器描いておこう、武器」（独り
言）

〈画用紙中央下に赤色で何かを描き
始める〉

04:29 「鬼ー！」（独り言）

04:37
ｃの画用紙を指さし、「見て、力太郎
が鬼になってる」

04:52
ｃの画用紙を覗き込みながら「鬼、
めっちゃ大きく描いたやん」

05:22 「青い××」（独り言）

05:34 「そうや！川描こう！」（独り言）

05:44
「何か持ってるって言ってなかっ
た？」（独り言）

05:47 ｂの独り言に反応して「こんぼう」 ａに対して「かなづち？」

05:55
ｂに対して「こんぼう！！」 「え？なんか持ってなかった？」（独

り言）
ｂに対して「木も持ってたで」

06:21
「そうや！木にりんご描こう！！」
（独り言）

図9．調査実験ⅠおよびⅡの幼児たちの発話（終盤）

19:01
A児の絵を見て、青色のパスを持ち
「一緒！」と言いながら、空を描き始
める

19:17
A児に呼びかけ「おもろいこと言った
ろか」と絵を見せて話しはじめる

自分の絵をA児に見せ「僕、ぐるぐる
回りって、こんなん！」と話す

19:26
B児に「面白いことやったろか」と話
しかける

「たたたたたたた」と言いながら、青
色パスで空を点描する

19:46
B児に「面白いんのな、いくで」と言
い、自分の描画を見せる

19:56 B児との会話が続く A児との会話が続く D児の絵を見て、D児と話す C児と話す

20:15
B児との会話が続く A児との会話が続く （２つめの人物を描き始める） （緑色で三角形を塗りつぶしはじめ

る）

20:45
（自分の塗った三角形をC児に見せ
る）

20:57

C児に「おれのはこれだ！」と自分の
絵を見せるが、C児とD児が話に集
中して気が付かなかったので、A児
に見せる

21:11 B児との会話が続く A児との会話が続く （新たに円を描き始める）

21:29
B児との会話が続く A児との会話が続く （画用紙右端に四角を描き、塗りつ

ぶし始める）

21:33
「SOS－！」と言いながら、灰色で空
を描き始める

21:53 A児に話し続ける 他の子どもの絵を見に行く 他の子どもの絵を見に行く

22:04 （他の子どもの絵を見に行く） （他の子どもの絵を見に行く） （他の子どもの絵を見に行く）

22:16
A児に近づいて「雨すごいねー」「風
ひゅー」と話しかける

22:29
A児に自分の絵を見せて「これ見
て、どんどんできてきた」と説明する

22:37
自分の席に戻り「ぶどう描こう」と言
う

自分の席に戻り「ぶどう描こう」と言
う

B児とC児に「ぶどう描いていい
ん？」と言いながら自分の絵を見る

22:48
（他の子どもの絵を見に行く） 近づいてきた保育者に自分の絵の

説明をする
近づいてきた保育者に自分の絵の
説明をする

近づいてきた保育者に自分の絵の
説明をする

22:59
自分の席に戻りながら「お城描くの
忘れてたー」と言う

A児の言葉に反応し「お城？」と驚く

23:09
A児に「真中にでかい家を」と説明す
る

（D児の描画の様子を眺める） （画用紙中央に黒い円を２つ描き始
める）

23:24 B児との会話が続く A児との会話が続く （人物を肌色で塗り始める） （円を描き続ける）

24:05
C児が人物を肌色で塗り始めたこと
に気づき、A児に教える

24:14
人の描き方について、皆で話し始め
る

人の描き方について、皆で話し始め
る

人の描き方について、皆で話し始め
る

「おれ、人やったらめちゃくちゃにな
るからやめた」と話す

24:32
（自分の席に戻る） （自分の席に戻る）（画用紙中央に

黒色で円を描き塗りつぶし始める）
（自分の席に戻る） （自分の席に戻る）

24:38 （B児の様子を見て驚く） （B児の様子を見に行く）

24:47
「あとどうしようかな」とパスを見なが
らつぶやく

A児に「あのさ、石がさ、ころころなっ
て、どんどんでかくなる」と黒く塗り潰
した理由を話す

24:56
片付けたパスの色の並びを見て、
「これ、きれいやな」とつぶやく

（調査者のそろそろ終わる説明に反
応し、席を離れる）

25:11
B児と描き方について話す A児と描き方について話す （黒色で中央に円を描き、３つめの

人物を描き始める）
（自分の席に戻る）

25:27
（絵を描き続ける） （絵を描き続ける） （絵を描き続ける） （絵を持って保育者に見せに行く）

25:34
（青色で画用紙の下部に四角形を
描き始める）

（青色で空に線を描き始める）

25:49
「いえい、終わったー」と立ちあがる

26:11 「できた！」と調査者に報告する

26:24
（自分の絵に集中する） （自分の絵に集中する） パスの箱をB児に見せて話しかける

26:34 （終了の合図後も描き続ける） （終了の合図後も描き続ける）

27:43
（B児の描画を見る） （周りの子どもが集合しているなか

でも、描き続ける）
（B児の描画を見る）

28:24 （パスを箱に片付けて並ぶ）

28:24 描画終了

14:18
ｄに対して、家の描き方について話
す

〈ｂの意見を聞いている〉

14:27
自分の画用紙の家を指さしながら、
ｄに対して話す

〈ｂの指さす画用紙を見ながら、話を
聞いている〉

14:33 ｄに対して「これ」 ｂに対して「どれ？」

15:09
隣の班の子どもの表現について、
画用紙を指さしながら話し合ってい
る

15:54
近くの著者らに対して、自分の描画
を説明する

15:57
近くの著者らに対して、自分の描画
を説明する

16:01
近くの著者らに対して、「見て！すご
いのんできた」

16:04
近くの著者らに対して、自分の描画
を説明する

16:10
ｂの画用紙を指さしながら「なんでお
米つぶ描いてん？」

16:13 「ちがうねー」（独り言）

16:49
近くの著者らに対して、「おにぎり描
いてるー」

17:07
自分の画用紙を指さしながら、ｂに
対して「これは何でしょうか？」

17:08 ｂに対して「これ何と思う？」

17:12
ｄの呼びかけに対して「えーっと」 〈ｄの呼びかけに対して考える〉

17:39
「風っていうのは竜巻やから」（独り
言）

17:50
「ケツの穴から出て行った」（独り言）

17:57
ｂに対して「ここに何を描こうかな」

18:05
ｄの画用紙を指さし、ａに対して「こ
れ携帯電話やって」

18:09
近くの著者らに対して「携帯電話描
いた」

18:13
著者らに対して「昔に電話あった？」

18:18
著者らに対して「電話あったで、昔
は」

19:03
保育者に対して「見てー、風で
ぴゅーぴゅー吹いてる」

〈塗り潰すことに集中〉

19:12
保育者に対して「見てー、化け物が
攻撃してる」

〈ｃの画用紙を覗き込む〉

19:31
保育者の質問に対して何を描いた
か答える

20:42
ｂに対して「こいつ、チビなったら弱
い」

22:16
「じゃあ、僕はあと…。ろうそく描こ
う、ろうそく！！」（独り言）と言いな
がら、描き加える

22:38 〈隣の班に行く〉 〈画面中央に描き加える〉

22:49
〈パスを片付けて、絵を提出しようと
する〉

24:22
〈ｄのバスを取り上げて片付ける〉 著者らの終了の指示で、ｂがパスを

取り上げる「終わった！セーフ！」
（独り言）

24:41
〈片付ける時にパスがこぼれる〉 ｂに対して「（箱に示されているのと）

おんなじようにやって」

24:45 描画終了

【調査実験Ⅰ（横一列）】 【調査実験Ⅱ（班編成）】
時間 A児 B児 C児 D児
00:00 （画用紙を見つめる） A児に対して話しかける （画用紙を見つめる） （オイルパステルを触る）

00:09
B児に対して「いしたろうの方が強
かったっけ？」と問いかける

00:17
A児に対してジェスチャーを交え「ち
からたろうの方が強かったで。」

00:37
（C児の問いかけに反応する） （C児の問いかけに反応する） B児に対して「何やったっけ？」と問

いかける

00:38 （D児に反応する） （D児に反応する） （D児に反応する） （C児の問いかけに応える）

00:41 （C児に近づく） B児に話しかける

01:44
（B児とC児の会話に入ろうと近づく） C児と会話する B児と会話する

01:56
オイルパステルの色が気になる
C児とオイルパステルの色について
話す

B児とオイルパステルの色について
話す

02:52
A児の名前を呼び、友達のことにつ
いて話しかける

03:14
再びオイルパステルの色が気にな
りC児と話す

B児とオイルパステルの色について
話す

03:30
筆者に向かって「こっちとこっち、
どっちに描けばいい？」と画用紙の
表裏について尋ねる

03:34
（B児の注目を引こうと腕を掴む）

03:52
A児の画用紙に記入されている数字
に反応し、「ええー、16いいなー」と
近づき話しかける

03:54
C児の会話を耳にし、筆者に対して
「おれ、５がよかった。だって、誕生
日やもん」

04:15

B児に対して、描画の題材をいした
ろうにするか話しかけるが、B児は
パスの色が気になって反応しない。

D児に近づいて話す

04:23
B児に対して題材について話しか
け、「木、描く？」と尋ねる。

04:28
「木、描くしかないわ」と独り言を言う パスの色が気になり続け、色につい

てC児に話しかける。
（B児の話しかけに反応する） （B児の話しかけに反応する）

05:04
（オイルパステルに注目し続ける） （オイルパステルに注目し続ける） 突然、A児に対して「なあなあ、〇〇

くん、僕、ぶどう作ろうかな」と話しか
ける

05:37 「何、描こう」と独り言をつぶやく

05:43
「忘れたぁ」と言いながら頭を抱える

05:44
C児の言葉に反応して、振り返りな
がら「もう、あれ描こう。木しかない
わ、おれ」とC児に話す

06:13 （A児が木を描き始める） （A児の様子を見る） （A児の様子を見る） （A児の様子を見る）

07:02
A児に対して、パスの茶色とこげ茶
色について話す

（木を描き始める） （木を描き始める）

07:18
（A児の絵を参考に木を描き始める）

08:06
（木を描く） （木を描く） （保育者と女児の話が気になり手が

止まる）
（木を描く）

08:12 B児と木の描き方について話す A児と木の描き方について話す

08:39
（木の幹を勢いよく茶色に塗りつぶ
し始める）

09:04
（B児の台詞に笑う） 「なんかチョコレートみたいになっ

ちゃった、チョコレートの木だ」とA児
に話す

09:29
A児の絵を参考に、緑色で木に葉を
描き始める

09:39
B児に応えて「かっぱ！」と言い、笑
い合う

「葉っぱで、ぱっぱっぱー」と言い、そ
の直後に音感から「かっぱ！」と言う

（木の幹からアイデアが広がらない
様子、B児の描画の様子を見る）

（自分の描画に集中する）

09:55
「菜っ葉、葉っぱ」と言う
さらに、D児の反応に対して「白菜や
でー」と反応する

A児の言葉に反応し「菜っ葉ー、葉っ
ぱー」と言う

10:28
A児に話しながら、黄緑色でさらに
木に菜を描く

D児と会話をする C児と会話をする

10:44
A児に対して、なぜ緑色を使ったか
を説明する

10:51
葉を描きながら、A児に「おれさ、黄
緑のさ、葉っぱをさ…」と話しかける

11:02

他児の話声を聞き、大きな声で
「葉っぱ、描いてまーす。」と言い、
笑いながら小声で「かっぱ、描いて
ます」と言葉遊びをする

時間 a児 b児 c児 d児
00:00 〈基底線を描く〉 〈画用紙左端に家を描く〉

00:15 〈画用紙右端に家を描く〉

00:21
保育者に対して「いしたろう（石コ太
郎）を描く」

00:27 「森やからな」（独り言）

00:31 〈画用紙左端に家を描く〉 「雲、雲を描こう」（独り言）

01:13 「下にでかく描く」（独り言）

01:18
〈ｄの描画を目視〉 著者らに対して「先生！外、描いて

んねん、今」

01:26
著者らに対して「森のとこ、描いて
る」

ｄの画用紙を覗き込み、ｄと話す

01:37
著者らに対して「絵本じゃなかった
から、わからへん」

著者らに対して「絵本じゃなかった
から、わからへん」

01:44 「あ、鬼が」（独り言）

02:01
ｂに対して「あかたろうは、あか全部
やったっけ？」

02:04
ｃに対して「ちからたろうやで」 ｂに対して「ちからたろう、全部あか

違う？」
〈家の屋根を茶色に塗る〉

02:07
ｂに対して「違うで、最初あかたろう
やで！」

02:11
ｂに対して「じいさんがではじめてん
な」

ａに対して「最初あかで、途中からち
からたろう」

02:16
ａに対して「ちからたろうってあか？」

02:23
著者らに対して「先生！ちからたろ
うって全部あか？」

02:29
ｂを見て、手を叩き「あー！××や
から石描こう！」

〈ａの画用紙を覗き込む〉 「だって最初、全部あかやったやん」
（独り言）

〈ａの画用紙を見る〉

02:35 「あ、いしたろう」（独り言）

02:38
基底線の上に○を４つ描き、著者ら
に対して「見て！石！」

02:42
ａに対して両手で何かを押すジェス
チャーをしながら「いしたろう、石転
がしてるんちゃうん」

02:55
「けど、仲間になってん」（独り言） 「ごろごろごろごろ」（独り言）

03:06
〈画用紙左上に顔のようなものを描
く〉

ａの画用紙を覗き込み「何、それ？」

03:07 ｂに対して「いしたろうやで」

03:10
自分の画用紙中央に円を描きなが
ら、ａに対して「いしたろう、石転がし
てないやん」

03:14
画用紙左上のいしたろうの右横に
円を描き、ｂに対して「ほら見て、こ
んなにでかい」

03:16
茶色で塗りつぶしながら、ｂに対して
「木だってでっかいし。持ち上げてこ
んなんしたって」

03:21
ａの画用紙を覗き込みながら、「あ、
木を持ち上げてるん？」

03:25
ｂに対して「ちがう！石をもちあげて
るんです！」と叫ぶ

03:34
画面中央に、赤色で丸く塗りつぶし
ているｂに対して「どんなんしてる
ん、見して」

03:36
ｂに対して「何、この丸いのん？」

03:38
画用紙右中央に円を描いて、ｂに対
して「見て！こんなにでっかい」

〈自分の作業に集中している〉

04:00
先ほどの円に目と口を描き、人のよ
うなものを指さしながら、ｂに対して
「見て！力持ちー！」

04:11
「あ、武器描いておこう、武器」（独り
言）

〈画用紙中央下に赤色で何かを描き
始める〉

04:29 「鬼ー！」（独り言）

04:37
ｃの画用紙を指さし、「見て、力太郎
が鬼になってる」

04:52
ｃの画用紙を覗き込みながら「鬼、
めっちゃ大きく描いたやん」

05:22 「青い××」（独り言）

05:34 「そうや！川描こう！」（独り言）

05:44
「何か持ってるって言ってなかっ
た？」（独り言）

05:47 ｂの独り言に反応して「こんぼう」 ａに対して「かなづち？」

05:55
ｂに対して「こんぼう！！」 「え？なんか持ってなかった？」（独

り言）
ｂに対して「木も持ってたで」

06:21
「そうや！木にりんご描こう！！」
（独り言）

06:43
ｃの画用紙を見て、ｂに対して「化け
物ー！！」と叫ぶ

06:53 ｄに対して「家にどーんって」 〈家の壁を青色に塗り潰す〉 ｂに対して「どうやって？」

07:12

ｂに対して画面中央に茶色で線を引
きながら「見て、とぅー、とぅー、ほら
大人よりでかい」と言い、画用紙か
らはみ出た部分を指さす

〈ａの画面を見る〉 〈ａの画面を見る〉

07:34
〈画用紙左端の家の上に何かを描
き始める〉

〈画用紙左を橙色に塗り潰す〉

07:40
〈ｃの画用紙を覗き込む〉 橙色に塗りつぶしながら「ちからたろ

う、力が吸い取られているー」（独り
言）

07:49
橙色に塗りつぶしながら「体も吸い
取ろうかい？」（独り言）

07:58
画用紙に灰色で３つの丸を描き、ｄ
に対して「見て、雷」

08:02
〈ｄのａに対する会話を聞いて、ａの
画用紙を覗く〉

ａに対して「めっちゃ描いてるなー」

08:17
ｃの様子を見ながら、ｂに対して「見
て、次やばいことになるから」

何かを話しながら（独り言）、集中し
て塗りつぶす

08:24
「雷、雷、これに当たったら死ぬ」（独
り言）と言いながら稲妻を描く

〈ａの画用紙を覗く〉

08:30
「ビー！！」（独り言）と言いながら稲
妻を黄色で塗りつぶす

08:49
〈稲妻を描くことに集中する〉 〈ｄの画用紙を覗き込む〉 〈橙色に塗りつぶすことに集中する〉 〈画用紙中央に何かを描く〉

08:52
「ちからたろうがバリアを使った！」
（独り言）と言いながら、縦に線を引
く

09:04
ｄに対して何かを話す 〈画用紙中央に人のようなものを描

く〉

09:11
白色のパスを持って「これ、雪ー！」
（独り言）

〈青色で縦に線をいくつも描く〉 〈ｂの画用紙を覗く〉

09:29
稲妻の上を丸く描きながら「ぴゅー、
ぴゅー、竜巻！」（独り言）

09:42 「紫、描こう！」（独り言） 〈画用紙右上を緑に塗り潰す〉

10:11
近くに来た保育者に「見て！化け
物！」

10:23
保育者に対して画用紙の絵を説明
する

10:47
ｂに対して「ミューツーの攻撃には×
×光線があるねん」

10:53
ａに対して「ミューツーの攻撃ってサ
イコブレイクやろ？」

10:58 「びびびびー」（独り言） 〈自分の描画に集中する〉 「サイコブレイクっしょ」（独り言） 〈自分の描画に集中する〉

11:18
背後の保育者に「見てー！」と言い
ながら席を離れる

11:38
「ふー」（独り言）と言いながら、画用
紙右下を橙色で丸く塗りつぶし始め
る

11:41
〈灰色で画用紙中央に雲のような表
現を描く〉

11:50
ｂに対して画用紙を指さしながら「見
て！力持ち太郎が焼けてる」

〈ａの話しかけには反応せず、描画
に集中〉

〈描画に集中〉 〈描画に集中〉

12:16
ａの画用紙を覗き込みながら「何、そ
れ？」

12:33
ｂに対して「見て！これな、ピンクの
ハートやで」

12:37
「ハートじゃなくて、××やで」（独り
言）

12:43
ｂに対して「見て！チューリップの顔
になったで！」

12:47
「あー、今、怪物倒してんで！」（独り
言）

13:08
ｄに対して自分の画用紙を指さしな
がら、御堂コ太郎について話す

ｂの話を聞き、会話する

13:26
画用紙右端を黄土色で塗りつぶし
ながら「ゴロゴロゴロ、ピッカーン」
（独り言）

13:46
「ちからたろうがさ、××食べてた
ん」（独り言）

13:49
ｃの独り言に反応して「おいも食べて
たんやって」

〈ｃの画用紙を覗く〉

14:00
画用紙を指さしながら、ｂに対して
「見てー、この太郎がさ、ふさいでる
ねん」

〈ａの画用紙を覗き込む〉

14:11
「こいつがさ、石をさ、ばばばばば
ばって」（独り言）
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やはり、横一列に並んだ位置関係では、隣接する者同士の会話は十分にできるものの、それ以外

の幼児との会話が難しいといえる。そのため、幼児同士の会話が十分に発展せず、会話の目的を

達成できない状態が続いたため、その場で興味関心を持った話題に逸れてしまう傾向にあったと

考えられる。つまり、今回の調査実験からは、幼児の位置関係が幼児同士の会話の発展に大きく

影響を及ぼしていることが理解できた。

まとめ
今回の調査実験では、幼児たちが横一列に並んだ位置関係を、幼児同士の発話が制限される位

置関係とし、また、幼児たちが班編成で互いに向き合って並んだ位置関係を、幼児同士の発話が

制限されにくい位置関係として設定した。その結果、2つの位置関係では、幼児同士の発話に質

的な違いが見られた。横一列に並んだ位置関係では、話題の内容が様々な事柄に及び、その場そ

の場で幼児が感じた内容を言語化していくような特徴を持つことがわかった。一方で、班編成の

位置関係では横一列の位置関係よりも中心的な話題、つまり、今回の調査実験の場合では、描画

活動の目的であった素話の内容を表現するという話題に戻りやすい傾向にあることが窺えた。

就学期以降の児童や生徒についても、また、大人の場合であっても議論の際に主題から逸れる

発話が見られることはある。ただ、その場合でも議論の主題が忘れられることはなく、比較的早

い段階で逸脱した発話を本来の目的である主題に戻す発話が見られる。そのような発話が積み重

なることによって、議論の際の会話の質が守られることになる。

ただし、幼児の場合は会話そのものに慣れていない場合がある上に、自身の行動を律すること

を学び取っている過程にあるため、その場の環境などによる影響を受け易い。そのため、保育活

動における環境を如何に整えるのかが重要な視点のひとつとなる。

しかし、現在の社会的な状況を勘案すると、保育現場では子どもの生命を守るために新型コロ

ナウイルス感染症の罹患を防ぐ対応を優先せざるを得ない。そのため、保育活動における幼児た

ちの位置関係が制限され、そのことが幼児同士の言葉の伝え合いにも影響していることが想定さ

れる。そして、そのことは今回の調査実験における結果によっても裏付けられたといえる。

本論で得られた知見を保育現場で活躍する保育者が理解しておくことで、子ども達の生命を守

るための措置を最優先しながらも、言葉に関わる育ちに対して配慮をすることが可能となる。現

在の社会的な状況が子ども達に与える影響について、不安視する声はメディアなどを中心に様々

な場面でよく耳目に触れる。ただ、大切なことは不安を煽ることではなく、子ども達の環境を改

善できる可能性が高い活動を地道に続けることである。今後も子ども達が置かれている環境は、

社会の影響を受け大きく変化する可能性がある。そのような状況においても、適切な対応ができ

るための知見を増やすことが重要である。今後も、さらに幼児の発話について研究を続け、子ど

も達の保育環境を守ることができる知見を保育現場に還元したいと考えている。

＜本研究はJSPS科研費JP20K02868の助成を受けたものです＞

D12259-73000882-高橋 須増 白波瀬.indd   109 2021/03/09   17:14:11



－110－

1　関敬吾『日本昔話集成　第2部 第1（本格昔話）』（角川書店、1953）pp.314-319

2　例えば、今江祥智・田島征三『ちからたろう』（ポプラ社、1967）、谷真介・高橋信也『ちからたろう （ア

ニメむかしむかし絵本）』（ポプラ社、1992）、平田昭吾『ちからたろう（世界名作ファンタジー60）』（ポ

プラ社、1999）、杉山亮・伊藤秀男『ちからたろう（日本名作おはなし絵本）』（小学館、2010）、片岡輝・

村上豊『ちからたろう（元気いっぱい！日本の昔話）』（チャイルド本社、2013）などである。
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い、園長先生をはじめ多くの先生方にご協力を頂きました。心より感謝致します。

引用文献・参考文献・参考資料
関敬吾（1953）『日本昔話集成　第2部 第1 （本格昔話）』角川書店、pp.314-319

今江祥智・田島征三（1967）『ちからたろう』ポプラ社

呉羽長（2002）「今江祥智『ちからたろう』解」富山大学国語教育27、pp.20-29

高橋一夫、須増啓之、白波瀬達也（2020）「幼児同士の言葉による伝え合いを誘発する保育活動―素話から

描画活動に繋ぐ保育活動における幼児の発話に注目して―」神戸親和女子大学児童教育学研究39、

pp.175-191

高橋一夫（2020）「幼児の発話を生み出す保育活動の枠組み―描画活動時の幼児同士の位置関係に注目して―」

日本教師教育学会第30回研究大会、明治大学

高橋一夫（2020）「保育活動における幼児の言葉による伝え合い―幼児同士の位置関係による発話の相違―」

関西教育学会第72回大会、神戸親和女子大学

報告書「「素話」と造形表現活動を組み合わせた保育活動に関する実証的研究」（平成28～30年度科学研究費

補助金、基盤研究（C）、研究代表者高橋一夫）2019

『保育所保育指針』

『幼稚園教育要領』

『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』

『小学校学習指導要領』

D12259-73000882-高橋 須増 白波瀬.indd   110 2021/03/09   17:14:11



－111－

資料1　調査実験ⅠおよびⅡの幼児たちの発話（全体）

11:07
A児の声に反応して近づき、「葉っ
ぱ、３枚しか使ってない」と話しかけ
る

11:20
D児の絵を見てA児に「葉っぱ、でか
い」と話しかける

11:27
D児に「２階建てで描こう」と言う A児の話しかけに「だって、意味ない

やん」と答える

11:49
調査者に対して「葉っぱ、大きくし
た」と話す

12:06
（B児の様子を見る） （画用紙右側にも木を描き始める）

12:30
B児に対して「お兄ちゃん、葉っぱ、
うまく描いた」と言う

A児の言葉に対して「よかったのぅ」
と答える

12:35
（なかなか描くことに集中できない）

12:39
B児に「なあ、見て。反対に置い
ちゃった」と話す

A児の言葉に対して「普通、こっち向
きやで」とパスを持って示す

12:58
（木の幹を茶色で塗り始める） （画面中央上に描いた緑色の線を、

白色で塗り潰そうと必死になってい
る）

13:08 何かをつぶやきながら描く

13:20 （緑色で葉を描き始める）

13:23
D児にB児の絵を指しながら呼びか
ける

A児に「これってさ、葉っぱをうえに
…」と話しかける

（A児のD児に対する呼びかけにつ
られ、B児の絵を見る）

13:38
A児に「おかしくない？こっちもやで」
と、自分の絵を指さす

B児に「適当にしたらあかんで」と言
う

13:56
（A児とB児に自分の絵を見せ、笑
う）

14:11 （それぞれに描き出す） （それぞれに描き出す） （それぞれに描き出す） （それぞれに描き出す）

14:30
A児に「ほら、見て。ここにさ…」と描
きながら話しかける

14:50
（木の側面に描いた葉を緑色で塗り
つぶし始める）

近づいた調査者に自分の絵を示し
ながら話しかける

15:00
D児とC児の会話を聞き「むしゃむ
しゃ食べたら、なあ、むしゃむしゃ
…」とつぶやく

C児にパスを見せながら「むしゃ、む
しゃ」と言う

15:22
B児に自分の絵を指しながら、「な
あ、山見て」と話しかける

15:27
（A児の肩を叩き、C児の絵を指さ
す）

A児とB児に対して「見て、山、ちっこ
いでー」と話す

15:32
C児の山について、B児、C児、D児
で話す

C児の山について、B児、C児、D児
で話す

C児の山について、B児、C児、D児
で話す

15:48
（A児の隣の子どもの絵を見て反応
する）

15:55 A児に見たことを伝える

16:14
「じゃあ、ちからたろうは…」とつぶ
やきながらパスを取る

16:21
「とん、とん、とん、とん、とん…」と言
いながら、木の幹にパスで点描をす
る

（B児の様子を見る）

16:26
点描をするB児に「おれは２階知っ
てたから、２階知ってる」と話す

（画用紙中央に円を描き始め、その
円に目と口を描き込む）

16:37

点描が激しくなり「るるるるー」と言
いながら、勢いよく幹を塗りつぶし始
め、A児に対して「描けた！」と話す

16:48 （B児の声に反応する） （B児の声に反応する） （B児の声に反応する）

16:58
A児に「これ、見て。たろう。」と絵を
指さす

（C児の絵を見る）

17:08
皆に対して「どう見ても、これ、たろう
じゃないやん」と笑いながら話す

17:13

B児に「アンパンマン！」と言う 桃太郎の話を連想し、A児と妖怪の
話になる
A児の声に反応し、カレーパンにつ
いて話しはじめ最後には「おれ、今
日の夜、カレー」と夕飯の話に繋が
る

17:50
A児に自分の絵を指さし「なあ、な
あ、見て」と話しかける

18:02

B児に対して「怪盗ルパン」と返事す
る
その後、「怪獣」や「懐中電灯」と言
葉遊びが続く

C児の絵を見て、A児に「なんか、変
な怪盗みたい」と話しかける

18:14 （円を描き始める）

18:28

近づいた調査者に話しかける 近づいた調査者に話しかける
ぐるぐると円を塗りつぶし、「だって、
僕、ぐるぐるすると目が回る」と話す

06:43
ｃの画用紙を見て、ｂに対して「化け
物ー！！」と叫ぶ

06:53 ｄに対して「家にどーんって」 〈家の壁を青色に塗り潰す〉 ｂに対して「どうやって？」

07:12

ｂに対して画面中央に茶色で線を引
きながら「見て、とぅー、とぅー、ほら
大人よりでかい」と言い、画用紙か
らはみ出た部分を指さす

〈ａの画面を見る〉 〈ａの画面を見る〉

07:34
〈画用紙左端の家の上に何かを描
き始める〉

〈画用紙左を橙色に塗り潰す〉

07:40
〈ｃの画用紙を覗き込む〉 橙色に塗りつぶしながら「ちからたろ

う、力が吸い取られているー」（独り
言）

07:49
橙色に塗りつぶしながら「体も吸い
取ろうかい？」（独り言）

07:58
画用紙に灰色で３つの丸を描き、ｄ
に対して「見て、雷」

08:02
〈ｄのａに対する会話を聞いて、ａの
画用紙を覗く〉

ａに対して「めっちゃ描いてるなー」

08:17
ｃの様子を見ながら、ｂに対して「見
て、次やばいことになるから」

何かを話しながら（独り言）、集中し
て塗りつぶす

08:24
「雷、雷、これに当たったら死ぬ」（独
り言）と言いながら稲妻を描く

〈ａの画用紙を覗く〉

08:30
「ビー！！」（独り言）と言いながら稲
妻を黄色で塗りつぶす

08:49
〈稲妻を描くことに集中する〉 〈ｄの画用紙を覗き込む〉 〈橙色に塗りつぶすことに集中する〉 〈画用紙中央に何かを描く〉

08:52
「ちからたろうがバリアを使った！」
（独り言）と言いながら、縦に線を引
く

09:04
ｄに対して何かを話す 〈画用紙中央に人のようなものを描

く〉

09:11
白色のパスを持って「これ、雪ー！」
（独り言）

〈青色で縦に線をいくつも描く〉 〈ｂの画用紙を覗く〉

09:29
稲妻の上を丸く描きながら「ぴゅー、
ぴゅー、竜巻！」（独り言）

09:42 「紫、描こう！」（独り言） 〈画用紙右上を緑に塗り潰す〉

10:11
近くに来た保育者に「見て！化け
物！」

10:23
保育者に対して画用紙の絵を説明
する

10:47
ｂに対して「ミューツーの攻撃には×
×光線があるねん」

10:53
ａに対して「ミューツーの攻撃ってサ
イコブレイクやろ？」

10:58 「びびびびー」（独り言） 〈自分の描画に集中する〉 「サイコブレイクっしょ」（独り言） 〈自分の描画に集中する〉

11:18
背後の保育者に「見てー！」と言い
ながら席を離れる

11:38
「ふー」（独り言）と言いながら、画用
紙右下を橙色で丸く塗りつぶし始め
る

11:41
〈灰色で画用紙中央に雲のような表
現を描く〉

11:50
ｂに対して画用紙を指さしながら「見
て！力持ち太郎が焼けてる」

〈ａの話しかけには反応せず、描画
に集中〉

〈描画に集中〉 〈描画に集中〉

12:16
ａの画用紙を覗き込みながら「何、そ
れ？」

12:33
ｂに対して「見て！これな、ピンクの
ハートやで」

12:37
「ハートじゃなくて、××やで」（独り
言）

12:43
ｂに対して「見て！チューリップの顔
になったで！」

12:47
「あー、今、怪物倒してんで！」（独り
言）

13:08
ｄに対して自分の画用紙を指さしな
がら、御堂コ太郎について話す

ｂの話を聞き、会話する

13:26
画用紙右端を黄土色で塗りつぶし
ながら「ゴロゴロゴロ、ピッカーン」
（独り言）

13:46
「ちからたろうがさ、××食べてた
ん」（独り言）

13:49
ｃの独り言に反応して「おいも食べて
たんやって」

〈ｃの画用紙を覗く〉

14:00
画用紙を指さしながら、ｂに対して
「見てー、この太郎がさ、ふさいでる
ねん」

〈ａの画用紙を覗き込む〉

14:11
「こいつがさ、石をさ、ばばばばば
ばって」（独り言）

19:01
A児の絵を見て、青色のパスを持ち
「一緒！」と言いながら、空を描き始
める

19:17
A児に呼びかけ「おもろいこと言った
ろか」と絵を見せて話しはじめる

自分の絵をA児に見せ「僕、ぐるぐる
回りって、こんなん！」と話す

19:26
B児に「面白いことやったろか」と話
しかける

「たたたたたたた」と言いながら、青
色パスで空を点描する

19:46
B児に「面白いんのな、いくで」と言
い、自分の描画を見せる

19:56 B児との会話が続く A児との会話が続く D児の絵を見て、D児と話す C児と話す

20:15
B児との会話が続く A児との会話が続く （２つめの人物を描き始める） （緑色で三角形を塗りつぶしはじめ

る）

20:45
（自分の塗った三角形をC児に見せ
る）

20:57

C児に「おれのはこれだ！」と自分の
絵を見せるが、C児とD児が話に集
中して気が付かなかったので、A児
に見せる

21:11 B児との会話が続く A児との会話が続く （新たに円を描き始める）

21:29
B児との会話が続く A児との会話が続く （画用紙右端に四角を描き、塗りつ

ぶし始める）

21:33
「SOS－！」と言いながら、灰色で空
を描き始める

21:53 A児に話し続ける 他の子どもの絵を見に行く 他の子どもの絵を見に行く

22:04 （他の子どもの絵を見に行く） （他の子どもの絵を見に行く） （他の子どもの絵を見に行く）

22:16
A児に近づいて「雨すごいねー」「風
ひゅー」と話しかける

22:29
A児に自分の絵を見せて「これ見
て、どんどんできてきた」と説明する

22:37
自分の席に戻り「ぶどう描こう」と言
う

自分の席に戻り「ぶどう描こう」と言
う

B児とC児に「ぶどう描いていい
ん？」と言いながら自分の絵を見る

22:48
（他の子どもの絵を見に行く） 近づいてきた保育者に自分の絵の

説明をする
近づいてきた保育者に自分の絵の
説明をする

近づいてきた保育者に自分の絵の
説明をする

22:59
自分の席に戻りながら「お城描くの
忘れてたー」と言う

A児の言葉に反応し「お城？」と驚く

23:09
A児に「真中にでかい家を」と説明す
る

（D児の描画の様子を眺める） （画用紙中央に黒い円を２つ描き始
める）

23:24 B児との会話が続く A児との会話が続く （人物を肌色で塗り始める） （円を描き続ける）

24:05
C児が人物を肌色で塗り始めたこと
に気づき、A児に教える

24:14
人の描き方について、皆で話し始め
る

人の描き方について、皆で話し始め
る

人の描き方について、皆で話し始め
る

「おれ、人やったらめちゃくちゃにな
るからやめた」と話す

24:32
（自分の席に戻る） （自分の席に戻る）（画用紙中央に

黒色で円を描き塗りつぶし始める）
（自分の席に戻る） （自分の席に戻る）

24:38 （B児の様子を見て驚く） （B児の様子を見に行く）

24:47
「あとどうしようかな」とパスを見なが
らつぶやく

A児に「あのさ、石がさ、ころころなっ
て、どんどんでかくなる」と黒く塗り潰
した理由を話す

24:56
片付けたパスの色の並びを見て、
「これ、きれいやな」とつぶやく

（調査者のそろそろ終わる説明に反
応し、席を離れる）

25:11
B児と描き方について話す A児と描き方について話す （黒色で中央に円を描き、３つめの

人物を描き始める）
（自分の席に戻る）

25:27
（絵を描き続ける） （絵を描き続ける） （絵を描き続ける） （絵を持って保育者に見せに行く）

25:34
（青色で画用紙の下部に四角形を
描き始める）

（青色で空に線を描き始める）

25:49
「いえい、終わったー」と立ちあがる

26:11 「できた！」と調査者に報告する

26:24
（自分の絵に集中する） （自分の絵に集中する） パスの箱をB児に見せて話しかける

26:34 （終了の合図後も描き続ける） （終了の合図後も描き続ける）

27:43
（B児の描画を見る） （周りの子どもが集合しているなか

でも、描き続ける）
（B児の描画を見る）

28:24 （パスを箱に片付けて並ぶ）

28:24 描画終了

14:18
ｄに対して、家の描き方について話
す

〈ｂの意見を聞いている〉

14:27
自分の画用紙の家を指さしながら、
ｄに対して話す

〈ｂの指さす画用紙を見ながら、話を
聞いている〉

14:33 ｄに対して「これ」 ｂに対して「どれ？」

15:09
隣の班の子どもの表現について、
画用紙を指さしながら話し合ってい
る

15:54
近くの著者らに対して、自分の描画
を説明する

15:57
近くの著者らに対して、自分の描画
を説明する

16:01
近くの著者らに対して、「見て！すご
いのんできた」

16:04
近くの著者らに対して、自分の描画
を説明する

16:10
ｂの画用紙を指さしながら「なんでお
米つぶ描いてん？」

16:13 「ちがうねー」（独り言）

16:49
近くの著者らに対して、「おにぎり描
いてるー」

17:07
自分の画用紙を指さしながら、ｂに
対して「これは何でしょうか？」

17:08 ｂに対して「これ何と思う？」

17:12
ｄの呼びかけに対して「えーっと」 〈ｄの呼びかけに対して考える〉

17:39
「風っていうのは竜巻やから」（独り
言）

17:50
「ケツの穴から出て行った」（独り言）

17:57
ｂに対して「ここに何を描こうかな」

18:05
ｄの画用紙を指さし、ａに対して「こ
れ携帯電話やって」

18:09
近くの著者らに対して「携帯電話描
いた」

18:13
著者らに対して「昔に電話あった？」

18:18
著者らに対して「電話あったで、昔
は」

19:03
保育者に対して「見てー、風で
ぴゅーぴゅー吹いてる」

〈塗り潰すことに集中〉

19:12
保育者に対して「見てー、化け物が
攻撃してる」

〈ｃの画用紙を覗き込む〉

19:31
保育者の質問に対して何を描いた
か答える

20:42
ｂに対して「こいつ、チビなったら弱
い」

22:16
「じゃあ、僕はあと…。ろうそく描こ
う、ろうそく！！」（独り言）と言いな
がら、描き加える

22:38 〈隣の班に行く〉 〈画面中央に描き加える〉

22:49
〈パスを片付けて、絵を提出しようと
する〉

24:22
〈ｄのバスを取り上げて片付ける〉 著者らの終了の指示で、ｂがパスを

取り上げる「終わった！セーフ！」
（独り言）

24:41
〈片付ける時にパスがこぼれる〉 ｂに対して「（箱に示されているのと）

おんなじようにやって」

24:45 描画終了

時間 A児 B児 C児 D児
00:00 （画用紙を見つめる） A児に対して話しかける （画用紙を見つめる） （オイルパステルを触る）

00:09
B児に対して「いしたろうの方が強
かったっけ？」と問いかける

00:17
A児に対してジェスチャーを交え「ち
からたろうの方が強かったで。」

00:37
（C児の問いかけに反応する） （C児の問いかけに反応する） B児に対して「何やったっけ？」と問

いかける

00:38 （D児に反応する） （D児に反応する） （D児に反応する） （C児の問いかけに応える）

00:41 （C児に近づく） B児に話しかける

01:44
（B児とC児の会話に入ろうと近づく） C児と会話する B児と会話する

01:56
オイルパステルの色が気になる
C児とオイルパステルの色について
話す

B児とオイルパステルの色について
話す

02:52
A児の名前を呼び、友達のことにつ
いて話しかける

03:14
再びオイルパステルの色が気にな
りC児と話す

B児とオイルパステルの色について
話す

03:30
筆者に向かって「こっちとこっち、
どっちに描けばいい？」と画用紙の
表裏について尋ねる

03:34
（B児の注目を引こうと腕を掴む）

03:52
A児の画用紙に記入されている数字
に反応し、「ええー、16いいなー」と
近づき話しかける

03:54
C児の会話を耳にし、筆者に対して
「おれ、５がよかった。だって、誕生
日やもん」

04:15

B児に対して、描画の題材をいした
ろうにするか話しかけるが、B児は
パスの色が気になって反応しない。

D児に近づいて話す

04:23
B児に対して題材について話しか
け、「木、描く？」と尋ねる。

04:28
「木、描くしかないわ」と独り言を言う パスの色が気になり続け、色につい

てC児に話しかける。
（B児の話しかけに反応する） （B児の話しかけに反応する）

05:04
（オイルパステルに注目し続ける） （オイルパステルに注目し続ける） 突然、A児に対して「なあなあ、〇〇

くん、僕、ぶどう作ろうかな」と話しか
ける

05:37 「何、描こう」と独り言をつぶやく

05:43
「忘れたぁ」と言いながら頭を抱える

05:44
C児の言葉に反応して、振り返りな
がら「もう、あれ描こう。木しかない
わ、おれ」とC児に話す

06:13 （A児が木を描き始める） （A児の様子を見る） （A児の様子を見る） （A児の様子を見る）

07:02
A児に対して、パスの茶色とこげ茶
色について話す

（木を描き始める） （木を描き始める）

07:18
（A児の絵を参考に木を描き始める）

08:06
（木を描く） （木を描く） （保育者と女児の話が気になり手が

止まる）
（木を描く）

08:12 B児と木の描き方について話す A児と木の描き方について話す

08:39
（木の幹を勢いよく茶色に塗りつぶ
し始める）

09:04
（B児の台詞に笑う） 「なんかチョコレートみたいになっ

ちゃった、チョコレートの木だ」とA児
に話す

09:29
A児の絵を参考に、緑色で木に葉を
描き始める

09:39
B児に応えて「かっぱ！」と言い、笑
い合う

「葉っぱで、ぱっぱっぱー」と言い、そ
の直後に音感から「かっぱ！」と言う

（木の幹からアイデアが広がらない
様子、B児の描画の様子を見る）

（自分の描画に集中する）

09:55
「菜っ葉、葉っぱ」と言う
さらに、D児の反応に対して「白菜や
でー」と反応する

A児の言葉に反応し「菜っ葉ー、葉っ
ぱー」と言う

10:28
A児に話しながら、黄緑色でさらに
木に菜を描く

D児と会話をする C児と会話をする

10:44
A児に対して、なぜ緑色を使ったか
を説明する

10:51
葉を描きながら、A児に「おれさ、黄
緑のさ、葉っぱをさ…」と話しかける

11:02

他児の話声を聞き、大きな声で
「葉っぱ、描いてまーす。」と言い、
笑いながら小声で「かっぱ、描いて
ます」と言葉遊びをする

時間 a児 b児 c児 d児
00:00 〈基底線を描く〉 〈画用紙左端に家を描く〉

00:15 〈画用紙右端に家を描く〉

00:21
保育者に対して「いしたろう（石コ太
郎）を描く」

00:27 「森やからな」（独り言）

00:31 〈画用紙左端に家を描く〉 「雲、雲を描こう」（独り言）

01:13 「下にでかく描く」（独り言）

01:18
〈ｄの描画を目視〉 著者らに対して「先生！外、描いて

んねん、今」

01:26
著者らに対して「森のとこ、描いて
る」

ｄの画用紙を覗き込み、ｄと話す

01:37
著者らに対して「絵本じゃなかった
から、わからへん」

著者らに対して「絵本じゃなかった
から、わからへん」

01:44 「あ、鬼が」（独り言）

02:01
ｂに対して「あかたろうは、あか全部
やったっけ？」

02:04
ｃに対して「ちからたろうやで」 ｂに対して「ちからたろう、全部あか

違う？」
〈家の屋根を茶色に塗る〉

02:07
ｂに対して「違うで、最初あかたろう
やで！」

02:11
ｂに対して「じいさんがではじめてん
な」

ａに対して「最初あかで、途中からち
からたろう」

02:16
ａに対して「ちからたろうってあか？」

02:23
著者らに対して「先生！ちからたろ
うって全部あか？」

02:29
ｂを見て、手を叩き「あー！××や
から石描こう！」

〈ａの画用紙を覗き込む〉 「だって最初、全部あかやったやん」
（独り言）

〈ａの画用紙を見る〉

02:35 「あ、いしたろう」（独り言）

02:38
基底線の上に○を４つ描き、著者ら
に対して「見て！石！」

02:42
ａに対して両手で何かを押すジェス
チャーをしながら「いしたろう、石転
がしてるんちゃうん」

02:55
「けど、仲間になってん」（独り言） 「ごろごろごろごろ」（独り言）

03:06
〈画用紙左上に顔のようなものを描
く〉

ａの画用紙を覗き込み「何、それ？」

03:07 ｂに対して「いしたろうやで」

03:10
自分の画用紙中央に円を描きなが
ら、ａに対して「いしたろう、石転がし
てないやん」

03:14
画用紙左上のいしたろうの右横に
円を描き、ｂに対して「ほら見て、こ
んなにでかい」

03:16
茶色で塗りつぶしながら、ｂに対して
「木だってでっかいし。持ち上げてこ
んなんしたって」

03:21
ａの画用紙を覗き込みながら、「あ、
木を持ち上げてるん？」

03:25
ｂに対して「ちがう！石をもちあげて
るんです！」と叫ぶ

03:34
画面中央に、赤色で丸く塗りつぶし
ているｂに対して「どんなんしてる
ん、見して」

03:36
ｂに対して「何、この丸いのん？」

03:38
画用紙右中央に円を描いて、ｂに対
して「見て！こんなにでっかい」

〈自分の作業に集中している〉

04:00
先ほどの円に目と口を描き、人のよ
うなものを指さしながら、ｂに対して
「見て！力持ちー！」

04:11
「あ、武器描いておこう、武器」（独り
言）

〈画用紙中央下に赤色で何かを描き
始める〉

04:29 「鬼ー！」（独り言）

04:37
ｃの画用紙を指さし、「見て、力太郎
が鬼になってる」

04:52
ｃの画用紙を覗き込みながら「鬼、
めっちゃ大きく描いたやん」

05:22 「青い××」（独り言）

05:34 「そうや！川描こう！」（独り言）

05:44
「何か持ってるって言ってなかっ
た？」（独り言）

05:47 ｂの独り言に反応して「こんぼう」 ａに対して「かなづち？」

05:55
ｂに対して「こんぼう！！」 「え？なんか持ってなかった？」（独

り言）
ｂに対して「木も持ってたで」

06:21
「そうや！木にりんご描こう！！」
（独り言）

【調査実験Ⅰ（横一列）】 【調査実験Ⅱ（班編成）】
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